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安部みき子
アル・タール洞穴群から出土した動物遺体の保存状態は非常に良好で，靭帯等の付着している骨もあった。し
かし，イラクの動物相を構成している動物の骨などの基礎資料が充分でないため，種の同定が困難なものが多く，
なかには科さえ同定できない骨片もあった。
出土した動物遺体は洞穴ごとにまとめ，種と最少個体数を表１に，また，各部位における出現頻度を表２．３
に示した。最少個体数を推定する場合に椎骨（トリの仙椎は除く），肋骨，指趾骨等は除外した。
Ｉ動物遺体の種類
最少個体数でみると，最も多いのは哺乳類で，他には鳥類と爬虫類が出土している（表ｌ)。
ｌ哺乳綱
同定できた哺乳類の種類は６目９科(うち不明の科１を含む)で,属まで同定できたものは５属であった(表１)。
(a）偶蹄目
ラクダ科と，シカ科またはウシ科の２科が，Ｃ－１７を除く３つの洞穴から出土している。
ラクダ（Cbz”c鮎）の出土部位は，そのほとんどが四肢骨で（表２．３），特にＣ-20～22では破損の少ない
大腿骨や中手骨等が出土している。最少個体数はコウモリに次いで多く，全部で９個体出土している。
シカ科とウシ科はイラクには種類が多く，下顎骨の一部と歯の形態での同定は困難である。
(b）奇蹄目
ウマ（ＥＶ"zfs）の上腕骨，脛骨の一部と臼歯がＣ-20～22で出土している。
(c）食肉目
イヌ（Ｑｚ"た）はＣ－ｌｌとＣ-20～22で出土し，その部位は下顎骨，尺骨と寛骨である。
(｡）翼手目
オオコウモリ類のPUUmPoc1ljmzeは，税骨がＣ－ｌ７からのみ出土している。一方，ＴｏｍｂＢａｔと呼ばれる小型
の、Z，〃ozoz`sは，Ｃ－１７で最少個体数が３６と本遺跡出土の動物遺体の中で最も多く出土し，Ｃ-11でも２個体
が出土している。出土が最も多い部位は前肢で上顎骨が次いで多く，後肢は比較的少ない。
(e）醤歯目
トピオ､ズミ科のＡﾉﾉtzCmgZzもしくは〃c"/'`ｓと思われる頭骨が，Ｃ－１７から出土していろ。同時に出土した他
の誓歯類の頭骨は科の同定が不可能であった。
(f）兎目
ウサギ（L”zfs）はＣ－１１で前肢がＣ－１７では後肢がそれぞれ１個体ずつ出土している。
２鳥網
本遺跡から，トリの四肢骨と骨盤が少量出土しているが，いずれも種名等は不明で．ある。しかし，大きさは明
らかに異なるので，大型と小型とに分けた。
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３爬虫綱
ヘビ亜目の椎骨がＣ－１７とＣ－３３から数個出土しているが,Ｃ－ｌ７とＣ-33出土の椎骨の大きさが異なるため，
Ｃ－ｌ７出土のものを小型，Ｃ-33出土のものを大型とした。
１１各洞穴ごとの比較
哺乳類の種類数は，Ｃ－ｌ７（５科，うち不明１）とＣ－１１（５科）が最も多く，Ｃ-20～2２（４科）がこれに
次ぎ，Ｃ－３３（１科）が最も少ない。
その構成をみると，Ｃ－１７は小型哺乳類が多く，とくに，小型コウモリが著しく多い。また，鳥類と爬虫類も
比較的多い。これと対照的なのはＣ-20～22で，イヌの他は大型哺乳類のみが出土しており，とくにラクダは全
洞穴中もっとも多く，ウマはこの洞穴だけから出土している。Ｃ－１１からは小型哺乳類や鳥類も出土しているが，
大型哺乳類が比較的多く，Ｃ-20～２２と似た出土傾向を示している。Ｃ－３３は出土骨が非常に少なく，骨の保存
もあまり良くなかった。ラクダは四肢骨の一部と下顎骨が，ヘビは椎骨が出土している。
Ⅲまとめ
本遺跡出土の動物遺体の大部分が哺乳類であり，わずかに鳥類と爬虫類が出土している。洞穴に多く生棲して
いると思われる小型のコウモリと，家畜種か野生種かは不明であるが，ラクダの出土が多い。各洞穴間における
動物遺体からみた動物相は異なり，Ｃ－１１とＣ-20～22はラクダなど大型哺乳類が多く，Ｃ－１７はコウモリなど，
小型哺乳類のみが出土している。
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表２Numericalfrequenciesofeachboneelementfromeachcave（Cranium）
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